
【各学科の研究の特徴と今後の研究動向】 

 

環境安全工学科の研究活動 

－ 専門の枠を超えた研究プロジェクト －  

                             日大生産工  ○坂本 恵一   

 

１ はじめに  

完成年度を迎えた環境安全工学科では、新

たに全教員を対象とした大型の研究プロジ

ェクトを立ち上げようとしている。当学科の

教員は新規採用者もいるが、多くが既存学科

から転属したため、その学問分野は機械工学、

土木工学および工業化学など広範囲にわた

っている学際複合連合体である。この様に多

様な所属教員の専門性を生かして、環境安全

工学科では学科の特徴をふまえたうえ、広く

学部内外にも門戸を開放して、学際的な研究

プロジェクトを実施しようとしている。 

 

２ 環境安全工学科の教員陣容 

表１に、環境安全工学科教員の専門分野と

研究テーマを示した。環境安全工学科に所属

する教員は現在、15名である。教員の専門分

野は多岐にわたっており、専門領域も幅広い。 
環境安全工学科の教員の多くは既存学科

からの移籍であるが、この表に見られるよう

に、教員の専門領域は元の所属学科とは重複

が少ないようである。当然、学科開設後に新

任としてメンバーになった教員も含めて環

境安全工学科の専門領域は、該当する既存学

科の専門領域を相互に補完できるように構

成されていることがわかる。 

 しかし、多様性があるうえでの障害が無い

とはいえない。環境安全工学科ほとんどの教

員が専門ごとの考え方の相違あるいは既存

学科で培ってきた方法との違いによる、とま

どいなどがあるのが現実である。教員の居室

が建物を隔てて離れていることもあり、環境

安全工学科では、専門分野や専門領域を超え

た相互理解を如何に行うかが課題でもある。 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 研究の相互理解 

 環境安全工学科の学問分野は前述した

ように機械工学、土木工学および工業化学

など広範囲のため、研究に関する考え方、

取り組み方、スタイルおよび手法が大きく 
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異なっている。そのため学科内を3系5領域

に別けている(表２)。   

  この様な環境安全工学科では、学際的な研

究を行うに当たって、教員同士の相互理解が

最も重要なことは自明の理である。 

 そこで、今年度からはじめて実施している

卒業研究において、学生同士はもちろんのこ

と学生と教員および教員間の相互理解、研究

スタイルの相違を分かち合うことも目的の

一つとして、どこの学科でも実施していない、

卒業研究中間発表会をポスター発表形式に

て開催した。  

 実際に卒業研究中間発表会を行ったとこ

ろ、専門分野や専門領域が多岐にわたってい

るにもかかわらず、活発な討論が行われ、学

生同士はもちろんのこと教員間でも相互理

解が図れることが確認できた。このことから、

学科を挙げての研究プロジェクトを立ち上

げられる可能性を感じることができた。 

 

４ 研究プロジェクト計画 

 今建設中の仮称新学科棟40号館1階に、共

通大型実験室が予定されている。この共通大

型実験室は東西約17 m、南北約12 m、高さ

約7 mの広さと容積を有している。 

 このような大規模空間は、キャンパス内に

は無く、貴重な資産である。そこで、環境安

全工学科では、日本大学はもとより国内外に

おける環境に関する一大拠点と成り得る設

備の導入を検討している。しかし、環境安全

工学科の研究・教育は環境、安全、エネルギ

ーの3系としているので、この3系を全て網羅

でき得る設備を考えなくてはならないとい

う制約がある。さらに生産工学部には今まで

にない斬新な設備であることはいうまでも

なく、日本大学ばかりでなく国内唯一といえ

るものを導入したいと考えている。 

 具体的には「環境総合実験システム(仮称)」

を考えており、その構成は以下の通りである。

①高々度から海抜100 m程度の以上の環境の

圧力および温度条件に併せて実機レベルに

おける大気環境への影響とそれに伴うサス

テイナビリティを検討する人が入れる大き

さの大型真空チェンバーからなる「大気環境

実験システム(仮称)」。②高度100 m程度の

上空より画像観測することで太陽エネルギ

ー賦存量などの低高度におけるサステイナ

ビリティを検討する「地表環境計測システム

（仮称）」。すなわち、この「環境総合実験

システム(仮称)」は大きく二つのユニットか

ら構成されている。 

 この「環境総合実験システム(仮称)」は、

いわゆる測定装置ではなく、研究用の大型プ

ラットホームとして運用していく考え方で

ある。したがって、この「環境総合実験シス

テム(仮称)」は環境安全工学科ひいては生産

工学部はもとより、できうれば国内の全ての

研究者に門戸を開放し、使用してもらいたい

と考えている。 

 なお、「環境総合実験システム(仮称)」の

「大気環境実験システム(仮称)」は日本国内

では保有している研究機関がほとんど皆無

のようで国内唯一といえる。一方の「地表環

境計測システム(仮称)」も運用している大学

が非常に少ないことが知られている。 

 

５ おわりに 

 環境安全工学科では、教員の学際複合連合

体であることを生かして、全てがオープンな

垣根のない、真の共同研究を模索している。

また、「環境総合実験システム(仮称)」が実

現した暁には、日本大学生産工学部の名前を

揺るぎないものにすることを目指して、健闘

していきたい。 
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